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１．容リプラスチック等の中間処理工程と発災箇所

容リプラスチック等の中間処理のフロー図

プラ袋保管状況

プラベール

破袋工程・保管プラベール
が主たる火災の発生工程



２．開発のコンセプト

ü破袋機・破砕機投入前にLiB を検知

LiB LiB

üLib の検知率は100 ％をめざす
LiB

ü検出物の選択は柔軟に対応
AI

利用者の要望に合わせて検出物を柔軟に設定可能とする

一般家庭から回収される
容器包装プラスチック及び製品プラの回収袋を対象とする



Liイオン電池のハイコントラスト画像と形状認識により検知
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鉄ストッパー

アルミ箔

ỊỂỂͫỲ ỉỲỲ͕ コントラストの良い画像
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３-１．検知のしくみ：X線画像



プラ資源回収袋

３－２．検知のしくみ：検査工程

投入 排出

Ｘ線管

ベルトコンベアで流れてくるプラ資源回収袋を、
X線ラインセンサーを用いて走査し2次元画像を得る

ベルトコンベア
X線ラインセンサー



４． 実証機「OSLiB ソーター」

ệ
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特許第7330453号（Ｐ7330453）登録日 令和5年8月14日（2023. 8. 14）



No.3 103834

検査合成画像 AI判定画像（モニター表示）

サンプル：掃除機バッテリー（マキタ互換品）

５. 一括回収プラ袋のAI 判定事例ー１
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６ー１．AI の学習結果例ー１

電動工具用バッテリー、電気かみそり類、ハンディファン、
掃除機用バッテリー、モバイルバッテリー

AI 判定画像（モニター表示）
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６ー２．AI の学習結果例ー２

テレビゲーム用ワイヤレスコントローラー、ワイヤレスイヤホン、
電子タバコ、ライト、オーバーヘッドディスプレイ、

PC用バッテリー

AI 判定画像（モニター表示）
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６ー３．AI の学習結果例ー３

充電式光る靴、電動歯ブラシ、ドローン
携帯ゲーム機、充電式マルチLEDライト

AI 判定画像（モニター表示）
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６ー４．AI の学習結果例ー４

AI 判定画像（モニター表示）基板類
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・OSLiB ソーター特許登録経緯（特許第7330453 号）
出願 令和５年（2023 年）３月24 日

（優先権主張 令和４年（2022 年）11 月11 日
登録 令和５年（2023 年) ８月14 日
特許掲載公報日 令和５年（2023 年）8月22 日
国際出願 令和５年（2023 年）11 月10 日

・商標登録 2024 年９月

７．OSLiB ソーターの特徴と権利化状況

・一つのX線画像 X
LIB の有無をAI により判断

・トンネル導入部 安全に作業

AI 利用者の要求に応じて検出物を選択
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本プログラムにおける開発目標

時間当たりの処理量： 従来の900袋から1300袋へ

「リチウムイオン蓄電池の回収システムに関する研究開発
NEDO Challenge, Li - ion Battery 2025

発火を防ぎ、都市鉱山を目指せ！」

８．NEDO 懸賞金活用型プログラムコンテストへ応募
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OSLiB ソーター

試作供給機ホッパー

試作供給機ベルトコンベア

９．試験装置全景（試作供給機含む)
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コンテストの結果：10 袋検査に18 秒⇒時間2000 袋：8時間で約16 トン

１０． 試作供給機を用いた実験風景
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１１ー１．ベール品質保証の検査機としての活用の可能性ー１

AI 判定画像（モニター表示）

ペットボトル成型ベール（小型）
430ｗ×350H×640L
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１１ー２．ベール品質保証の検査機としての活用の可能性ー２

AI 判定画像（モニター表示）の拡大

金属リング

金属スプリング

AI に学習させることにより検知可能と判断
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１１ー３．ベール品質保証の検査機としての活用の可能性ー３

モバイルバッテリー

ワイヤレスイヤホン
充電ケース



19

１１ー４．ベール品質保証の検査機としての活用の可能性ー４

ワイヤレスイヤホン
充電ケース

モバイルバッテリー

ワイヤレスイヤホン充電ケース

AI 判定画像
（モニター表示）



１２．まとめ： OSLiB ソーターその特徴と今後
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の適用により時間当たり2000 袋の処理の可能性
が視野に入る

AI

「利用者の要望に合わせて柔軟な検出物の設定」
が可能と判断

今後の進め方
・新設ラインにて供給装置を含めた実用化検討

・現有設備は産業廃棄物処理工場へ移設、実働予定

・選別ラインにおけるオペレーター支援システムの開発

注入器



ご清聴ありがとうございました

お問い合わせ先

OSLiB@otaniseiun.com


